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▶【第Ⅰ部 発表者：取締役 森 圭助】

▶本日は、お忙しい中、宝グループの2019年3月期の決算説明会にお集まりいただき、誠にありが
とうございます。

▶2019年3月期の決算と2020年3月期の業績予想についてご説明します。
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2019年3月期の決算についてご説明します。
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【宝ホールディングス連結】

▶連結損益計算書の売上高から営業利益までの実績についてご説明します。

＜前期比＞

▶連結売上高は前期比93億100万円増収の2,774億4,300万円となりました。

▶売上総利益は、売上高の増加に伴い、前期比41億3,700万円増益の1,087億4,900万円となりまし
た。

▶販売費及び一般管理費では、運送費や販売促進費、管理費その他が増加しましたが、営業利益
は前期比21億9,100万円増益の178億400万円となりました。

▶セグメント別でも、宝酒造、宝酒造インターナショナルグループ、タカラバイオグループとも増収増
益となり、連結売上高、連結営業利益はいずれも過去最高となりました。

＜11月時点計画比＞

▶宝酒造、宝酒造インターナショナルグループが若干ながら計画未達となり、全体でも計画を下回
りました。

▶営業利益でも、宝酒造、宝酒造インターナショナルグループは計画を下回りましたが、全体では
計画を達成しました。

4



▶連結損益計算書の営業利益以下、親会社株主に帰属する当期純利益までの実績です。

＜前期比＞

▶営業外収支はほぼ前期並みとなり、連結経常利益は前期比22億7,500万円増益の183億5,900万
円と過去最高となりました。

▶特別損益では、前期に物流子会社の売却により計上していた関係会社株式売却益がなくなった
ことから、特別利益が減少しました。また、当期には昨年9月の台風21号による被災や、タカラバイ
オグループで医食品バイオ事業の譲渡に伴う減損損失を特別損失に計上したことなどから、親
会社株主に帰属する当期純利益は6億1,700万円減益の104億1,100万円となりました。

＜11月時点計画比＞

▶連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに計画を上回りました。
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▶続いて2019年3月期末の連結貸借対照表をご説明します。

▶資産合計は前期末に比べ28億2,400万円増加しました。

▶流動資産のうち、現預金・有価証券はネットで19億7,000万円減少しました。

▶棚卸資産の増加は、大型連休に備えた宝酒造での生産前倒しによる商品在庫の一時的な増加
と、海外子会社の棚卸資産の増加によるものです。

▶固定資産は11億1,900万円減少しました。

▶有形固定資産は30億9,100万円増加し、無形固定資産は23億5,500万円、投資その他の資産は
18億5,500万円、それぞれ減少しました。

▶有形固定資産の増加はタカラバイオにおけるCDMO事業拡大のための新規施設や宝酒造で進
めている缶チューハイの生産ライン増設などの設備投資に関するものが主な要因です。

▶設備投資額は、成長投資により、前期に比べ大きく増加しました。

▶11/6予想から乖離しているのは、北米のミューチャルトレーディング社で進めているロサンゼルス
本社倉庫の移転・拡張の時期が、天候不順等の理由により翌期にずれたことなどによるものです。

▶負債合計は前期末に比べ7億5,200万円減少しました。借入金・社債において1年内返済の長期
借入金51億円が流動負債に振り替わった以外は大きな増減はありません。

▶純資産合計は前期末に比べ35億7,700万円増加しました。

▶利益剰余金は親会社株主に帰属する当期純利益104億1,100万円と、前期の配当金31億9,400
万円により、72億1,700万円増加しました。

▶その他包括利益累計額の減少43億2,800万円は、前期末対比で為替レートが円高となったことに
よる為替換算調整勘定の減少と、国内株式市場全体の下落によるその他有価証券評価差額金
の減少が主な要因です。
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▶続いて連結キャッシュフロー計算書をご説明します。

▶営業キャッシュフローは135億800万円で、前期比で27億5,700万円減少しました。

▶宝酒造での生産前倒しの影響などにより棚卸資産が増加し、運転資本が減少したことが主な要
因です。

▶投資キャッシュフローはマイナス92億1,300万円で、前期比では107億300万円減少しました。有
形・無形固定資産の取得は前期に比べ40億6,900万円増加したものの、前期にタカラバイオグ
ループによる米国2社の株式取得に伴う支払いが123億9,600万円発生しており、当期はそれがな
かったことによるものです。

▶財務キャッシュフローはマイナス42億4,300万円で配当金の支払い31億9,100万円が主なもので
す。

▶以上の結果、当期末の「現金及び現金同等物残高」は前期末とほぼ同水準の485億8,000万円と
なりました。
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【宝酒造】

＜前期比＞

▶売上高は26億1,700万円増収の1,524億5,700万円となりました。

▶カテゴリー別では、焼酎、清酒、本みりんなどが減収となりましたが、ソフトアルコール飲料、原料
用アルコール等の増収がこれを上回り、全体では増収となりました。

▶売上総利益についても、焼酎、清酒、本みりんの売上総利益の減少をソフトアルコール飲料の売
上総利益の増加で補い、8億5,700万円の増益となりました。

▶販売費及び一般管理費は、前期に比べ4億7,800万円増加の550億6,700万円となりました。広告
宣伝費が減少しましたが、運送費、販売促進費などが増加しました。

▶その結果、営業利益は前期に比べ3億7,900万円増益の59億4,800万円となりました。

＜11月時点計画比＞

▶焼酎、清酒、ソフトアルコール飲料などが計画未達となり、売上高は11/6予想を15億4,200万円下
回りました。

▶販売促進費をはじめとする販売費及び一般管理費の抑制に努めましたが、営業利益は計画を1
億5,100万円下回りました。

8



【宝酒造インターナショナルグループ】

＜前期比＞

▶売上高は海外酒類が2億7,400万円、海外日本食材卸が68億7,400万円の増収となり、全体では
71億1,600万円増収の778億3,400万円となりました。

▶販売費及び一般管理費で、運送費や管理費その他に含まれる人件費などのコスト増があったも
のの、営業利益は海外酒類が1,000万円、海外日本食材卸が1億8,600万円増益となり、全体で
は1億3,800万円増益の45億3,200万円となりました。

＜11月時点計画比＞

▶海外日本食材卸が売上高、営業利益ともに計画未達となったことから、全体の売上高は1億6,500
万円、営業利益は3億6,700万円、それぞれ計画を下回りました。
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2020年3月期の通期の業績予想についてご説明します。
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【宝ホールディングス連結】

▶連結売上高は前期比125億5,600万円増収の2,900億円、営業利益は前期比11億9,500万円増益
の190億円を計画しています。

▶その他セグメントを除く全てのセグメントにおいて、増収・増益となる計画です。

▶経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても増益を計画しています。

▶2020年3月期は現在取り組んでいる中期経営計画の最終年度となりますので、この計画を必達目
標として注力していきます。

11



▶株主還元の状況についてご説明します。

▶当社グループは中期経営計画において、以下のような財務方針を掲げ、株主還元などをおこ
なっています。

＜財務方針＞

健全な財務体質を維持しながら、成長投資を行うとともに、適切な株主還元を実施することによって
ROEを向上させ、

適正な株価水準を実現する。

＜株主還元方針＞

① 優位に資金調達できる環境を捉えた、適時・適切な資金調達の実施

② 配当方針に則った配当の実施と、自己株式取得・消却等さらなる株主還元策の検討

③ 政策保有株式の機動的な売却の検討と、成長投資・株主還元資金への充当によるROE向上策
の検討

▶2020年3月期の１株当たりの配当については、前期に比べ2円増配となる20円とする計画です。

▶次期の業績予想に基づき試算したROEは7.1％程度となる見込みですが、さらなる向上を目指し、
引き続き取り組みを進めていきます。
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【宝酒造】

▶売上高は前期比65億4,700万円増収の1,590億500万円、営業利益は前期比3億3,800万円増益
の62億8,700万円を計画しています。

▶焼酎は減収の計画ですが、清酒とソフトアルコール飲料の増収により、営業利益の計画を達成し
ます。
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【宝酒造インターナショナルグループ】

▶売上高は前期比56億6,000万円増収の834億9,500万円、営業利益は前期比4億6,700万円増益
の50億円を計画しています。

▶海外日本食材卸は、為替の影響を除く現地通貨ベースでは2桁の増収となる計画です。
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▶【第Ⅱ部 発表者：代表取締役社長 木村 睦】

▶「宝グループ中期経営計画2019」の進捗状況および事業戦略をご説明します。
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「宝グループ中期経営計画2019」

＜基本方針＞

「海外売上高比率をさらに高めるとともに、国内外で抜け・モレのない商品と競争優位性を持った
商品を多数もつことで、他社に勝てる分野を多く築き上げ、どんな環境変化が起ころうとも収益を大
きく伸長させることができるバランスのとれた事業基盤を確立する」

▶2018年5月に公表しました定量目標については、2020年3月期宝グループ連結で、売上高2,950
億円以上、営業利益187億円以上、海外売上高比率35%以上を掲げていました。

▶これに対して、2020年3月期の通期予想に関しては、売上高は2900億円、営業利益は190億円、
海外売上高比率は36％の計画です。

▶中計最終年度である次期、売上高は、定量目標に対して未達となりますが、営業利益および海
外売上高比率は中計の目標を達成する計画です。
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【2020年3月期通期予想】

＜宝酒造＞

▶市況の厳しさもあり、当初の計画通りに売上高を伸ばすことが難しく、目標に対して若干の未達と
なる見通しですが、営業利益については、各カテゴリーで利益率の高い商品を拡大することで、
目標を達成する計画です。

＜宝酒造インターナショナルグループ＞

▶売上高に関しては計画通りですが、世界的なコメの仕入れ価格高騰といったコストアップなどによ
り、営業利益は定量目標を2億円下回る50億円を計画値としました。

＜タカラバイオグループ＞

▶当期に健康食品事業とキノコ事業を譲渡した影響などにより、売上高は定量目標を下回るものの、
バイオ産業支援事業におけるCDMO事業の拡大と、海外での事業展開の加速により、営業利益
は目標を２億円上回る計画です。
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▶中期経営計画2年目である当期の振り返りは記載の通りです。
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▶次期2020年3月期の方針は記載の通りです。
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▶各グループの事業戦略についてご説明します。
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＜宝酒造＞

▶当期の総括としては、国内酒類事業全体では、対前期で増収増益となりました。

▶ソフトアルコール飲料は、タカラ「焼酎ハイボール」を中心に伸長したほか、新商品の押し上げ効
果もあり、大幅増収となりました。重点カテゴリーである清酒では、国内出荷No.1を達成しましたが、
焼酎、調味料ともに市場全体が低調に推移したこともあり、和酒カテゴリーは減収となりました。

▶次期の方針は、清酒、焼酎、調味料の各カテゴリーで、技術で差異化された商品開発に引き続き
注力し、市場シェアをさらに高めることで、和酒No.1の確固たるポジションを盤石化するとともに、
和酒トップメーカーとして、国内市場の活性化を図ります。

▶RTD市場において、日本初の缶チューハイを発売したパイオニアとして、樽貯蔵熟成酒など、宝
酒造が持つ強みを活かしたブランドの育成および新商品の投入により、独自のポジションを構築
します。
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【事業戦略＜和酒No.1の盤石化＞】

＜清酒＞

▶昨年2018年1－12月の国内清酒出荷数量で16年ぶりに首位が交代し、宝酒造が初の首位となり
ました。中計の目標において、清酒を重点カテゴリーとして位置付け、焼酎、みりんに続いて、今
回清酒がトップシェアになることで、和酒No.1メーカーとしての確固たるポジションを着実に築いて
います。

▶しかし課題もあります。グラフで示している通り、19年3月期の清酒売上高実績は、213億円、前期
比96.3％の減収となりました。抜け・モレのない商品開発によって、清酒トップシェアのポジション
を獲得することはできましたが、清酒の各分野で、より細やかな商品戦略が必要となります。

▶発売9年目を迎える“スパークリング清酒「澪」”は、今年の2月に人気の味わいはそのままにデザ
インを一新し、ブランド鮮度の向上を図りました。また、爽やかで辛口な味わいの「澪」＜BRUT（ブ
リュット）辛口＞を飲食店ルート先行で発売しており、その育成を進めるとともに、ピンク色の、さわ
やかで甘酸っぱい「澪」＜ROSE（ロゼ）＞など、期間限定商品を定期的に発売することで、消費者
との接点を増やします。

▶家庭用向けのブランドであります“松竹梅「天」”も、昨年５アイテムにラインアップを強化し、多様
化するニーズに合わせた酒質を展開しています。今後もさらなるラインアップ強化を推進すること
で、ボリュームゾーンの需要を獲得します。

▶特定名称酒では、清酒を冷やして楽しむユーザーに対して、特定名称酒を日常のお酒として楽
しんでいただけるよう、冷蔵庫にも入りやすい500mlパックの飲みきりサイズの新商品を育成すると
ともに、720ml壜のラインアップ強化も図ります。

▶飲食店専用商品である松竹梅「豪快」も、ラインアップ強化を引き続き行い、業務用市場でのさら
なる拡大を図ります。

▶以上、４つの重点分野で、抜け・モレのない商品開発を推進することで清酒市場においてさらなる
シェアアップおよび売上高拡大を目指しています。清酒市場全体が伸び悩む中ですが、当社で
は清酒カテゴリーで次期売上高225億円、前期比105.6％を計画しています。
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＜焼酎＞

▶近年、焼酎市場は縮小傾向が続いていますが、東京を起点としたレモンサワー人気が全国に拡
大しており、その需要の高まりをさらに取り込むべく、レモンや炭酸だけではなく、ベースとなる焼
酎を変えることでレモンサワーの味わいが変わるといった提案を継続的に実施し、宝焼酎ブランド
全体の底上げを図ってまいります。

▶また、焼酎No.1メーカーとして、一昨年より開催されております「レモンサワーフェスティバル」に今
年も3年連続で特別協賛を行うなど、焼酎の消費拡大にも継続的に取り組みます。

＜調味料＞

▶“お酒のチカラ”による調理効果など品質の優位性を、料理教室などの実体験の場や、SNS・動画
を活用してPRします。

＜その他＞

▶和酒に関する情報発信として、宝酒造のウェブサイト上で、2018年4月より「酒噺（さかばなし）」と
いうタイトルで和酒にまつわる、よもやま話や酒器・酒文化といった周辺情報まで幅広く紹介する
など、和酒No.1メーカーとして、国内市場全体の活性化に今後も積極的に取り組みます。
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【事業戦略＜ＲＴＤ市場への対応＞】

▶RTD市場は現在も成長が続いており、競争は激しいものの、「樽貯蔵熟成酒」といった宝酒造の強み
を活かした新ブランドを積極的に投入・育成し、独自のポジションを構築することを目指しています。グ
ラフで示している通り、宝酒造における缶チューハイなどソフトアルコール飲料の出荷数量は、順調に
拡大を続けています。

▶この市場は1984年、日本初の缶チューハイとして発売した「タカラcanチューハイ」からスタートしました。
商品の入れ替わりが激しい市場ながら、「タカラcanチューハイ」は現在でも根強い人気に支えられて
いるロングセラー商品です。次期は「タカラcanチューハイ」発売35周年を記念し、当時のデザインを模
した復刻デザイン缶を展開するなど、ブランドの再活性化を図っていきます。

▶基幹ブランドであるタカラ「焼酎ハイボール」は、当期も市場を上回る前期比116％で推移し、順調に
拡大しています。次期は、数量限定で発売していた強炭酸のシリーズである“タカラ「焼酎ハイボー
ル」＜強烈塩レモンサイダー割り＞”を年間を通して販売するとともに、継続的な限定商品の発売で、
さらなるビッグブランドへと育成していきます。

▶これらに続くブランドとして、寶「極上レモンサワー」は、宝酒造の強みである「樽貯蔵熟成酒」など厳
選した宝焼酎とこだわりのレモンを使用することで、レモンサワー人気を追い風として拡大しています。
この商品は繁盛店での味わいを参考にしており、手軽に家庭でもお楽しみいただける商品として、家
飲みでのレモンサワー需要獲得を目指していきます。

▶「寶クラフト」をはじめとした「クラフトチューハイ」は、各地の素材を活かし、ご当地の嗜好性やグルメに
合う地域限定チューハイであり、5/16現在までに25アイテムを発売していますが、全国の営業拠点を
中心に情報を集め、アイテム数のさらなる拡大を図っていきます。

▶今年３月には“タカラ「樽が香る焼酎ハイボール」”を発売しました。宝酒造の強みである宮崎県の焼酎
蔵、「黒壁蔵」で貯蔵・熟成している「樽貯蔵熟成酒」を20％使用した、深い香りやコクが楽しめる商品
であり、この商品の育成を通じて、「樽貯蔵熟成酒」という強みを消費者に訴求していきます。
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＜宝酒造インターナショナルグループ＞

▶当期の総括としては、海外酒類事業は、ウイスキーが、市場の追い風もあり好調に推移しました。
清酒も増収となりましたが、市場の伸びに比べ物足りない水準でした。

▶海外日本食材卸事業は、売上高は順調に拡大し、対前期で２桁の増収となりました。運送費・人
件費などのコストが先行投資も含めて増加しましたが、増益を確保しました。

▶次期の方針について、海外酒類事業は、清酒を中心に、米国・中国での現地生産による、フレッ
シュな鮮度を活かした商品提供など、 “地の利”を活かした商品展開と海外専用商品の開発・育
成による、海外輸出の強化を両輪で行います。

▶海外日本食材卸事業は、欧米の未進出エリアへの拠点進出や既存拠点の拡充により、卸ネット
ワークの拡大を図り、売上拡大とともに、物流効率化によってコストの抑制に努めます。
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【事業戦略＜海外酒類事業＞】

▶北米で清酒を中心に製造・販売を行う米国宝酒造では、主力の清酒大型容器の不振と原料米の
コストアップにより減収減益となりました。次期は、日本からの輸出品を含む清酒のラインアップ強
化と原価コストダウンにより、増収増益を目指します。

▶中国で清酒やみりんの製造・販売を行う宝酒造食品では、清酒、みりんなどが好調に推移したほ
か、生産効率の改善が奏功しました。次期も、清酒を中心とした日本産、現地産商品の品揃え拡
充に注力します。

▶イギリスのスコットランドでウイスキーの製造を行うトマーチンでは、前期にバルク製品の特需が
あった裏返しの影響で減収となったものの、ボトル製品のスコッチウイスキー「トマーチン」が米国
向けなどで好調に推移しました。次期も引き続きボトル製品の拡大に注力します。

▶北米でバーボンウイスキーを扱うエイジ・インターナショナルでは、米国内、欧州、日本など各方
面への販売が順調に拡大しました。次期はカクテルコンペなどを通じ、高級バーボンウイスキー
「ブラントンゴールド」など、富裕層へ向けた高価格品の販売を促進していきます。
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▶グラフは、清酒の海外現地生産および国内からの輸出数量の推移を表したもので、左が市場全体、
右が宝酒造インターナショナルの状況です。

▶市場全体の方では、青の現地生産、ピンクの輸出がほぼ同程度の割合で推移していましたが、直近
では輸出の伸びの方が大きく、2018年は、10年前の2008年対比で輸出が2.1倍、現地生産が1.4倍と
なっております。

▶一方、宝酒造インターナショナルにおいては、数量全体は増加傾向にあるものの、現地生産が大半
を占めており、輸出は全体の一割程度という状況です。

▶宝酒造インターナショナルグループでは、米国・中国で清酒の製造を行っており、世界での販売数
量はトップシェアを有しておりますが、輸出についてはまだ拡大する余地があると考えています。

▶具体的には、「澪」の輸出拡大および純米酒など海外専用商品の開発・育成に注力することにより輸
出を強化します。

▶加えて、現地生産では、既存商品のさらなる品質向上を図るとともに、冷用清酒といった新鮮さが重
要な商品など、 “地の利”を活かした商品展開を実施します。
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【事業戦略＜海外日本食材卸事業＞】

▶フランスを中心に欧州各地で事業を展開するフーデックスグループは、前期比では6.9％伸びた
ものの、フランスのデモや、スペインでの政情不安・天候不順の影響が大きく、売上高が計画未
達となったほか、運送コストの増加もあり減益となりました。次期は、新規エリアでの顧客獲得に注
力する一方で、物流倉庫の拡大や地方都市への拠点設置など、物流効率の改善にも取り組みま
す。

▶イギリスのタザキフーズでは、飲食店、小売店、テイクアウェイなど、各方面への販売が伸長し、利
益面でも、前期の為替影響による調達コストの上昇が、相場の安定や販売価格への転嫁で改善
しました。次期も、各チャネルの商品戦略を推進するとともに、自社ブランドである「Yutaka」のライ
ンアップ拡充に注力します。さらにBrexitで予想される混乱に対しても適切に対応します。

▶北米のミューチャルトレーディングでは、売上高は冷凍食材などの伸長により増収となったものの、
主要品目であるコメの調達価格高騰に加え、事業拡大に伴う人件費や運送コストが増加し減益と
なりました。次期も倉庫移転など投資局面が続きますが、コスト管理の徹底により増収増益を目指
します。

▶オーストラリアのニッポンフードでは、売上は順調に伸長したものの、競合他社との競争激化に加
え、為替変動による調達コストの上昇や、要員の拡大による人件費増加が利益を圧迫しました。
次期は調達コストの上昇を販売価格への転嫁で吸収するよう対応を進めます。
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▶日本食レストランが世界的に増加しているなか、現在、北米では、ミューチャルトレーディング社が
米国内８州に９拠点を展開しています。しかし、まだ進出をしていない空白地もあり、競合に遅れ
を取っている状況です。

▶今後は現在進めておりますロサンゼルス本社の移転・ニューヨークの物流倉庫の拡張に加え、空
白地への拠点拡大を進め、北米全域でのネットワーク構築にスピード感をもって取り組みます。

▶また欧州に関しては、フーデックスグループとタザキフーズ社が現在10か国に拠点を展開してい
ますが、日本食市場の拡大に伴い、都市部以外の周辺地域や地方都市にも需要が広がっており、
遠隔地までの運送コストや人件費がかさんでいる状況です。

▶今後は未進出のエリアへの拠点進出を継続するとともに、既存の物流施設の増強や新設、あるい
は集約により、拡大する需要への対応と効率化によるコスト削減に注力します。

▶グループシナジーの面では、これまでグループ会社間で共有してきた調達ルートなど
の情報をもとに、世界的なコメの需要拡大に起因する価格高騰に対応します。

▶また事業拡大に伴い、物流費や人件費などの費用コントロールに努め、コンプライアンス、内部
統制などを含めた経営管理を強化します。
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▶本中計の中では、基盤強化、風土・人財、CSRの３つを重点テーマに掲げ、ご覧のような課題に
継続的に取り組んでいます。

▶直近の取り組みとしては、政策保有株式の縮減に関する方針や検証結果を開示するなど、昨年
改訂されましたコーポレートガバナンス・コードへの対応を進めています。

▶また、社外取締役を１名増員し、取締役会に占める独立社外取締役の割合を3分の1以上とする
体制に、本年6月開催の定時株主総会をもって移行します。

▶そして、株主・投資家の皆さまとの対話をふまえ、同総会終結の時をもちまして、買収防衛策を廃
止することとしました。
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【長期経営ビジョン】

「宝グループ・ビジョン2020」

国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばし、環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立する

▶当社グループは、2011年4月から10年間の長期経営ビジョン「宝グループ・ビジョン2020」を策定し、取
り組みを進めてきました。当初1,986億円だった売上高は、2020年3月期の計画で2,900億円と約1.5倍
に、営業利益は92億円から190億円と2倍以上の水準に、海外売上高比率は8.4%から36.0%と大きく伸
長しました。

▶この間、国内では市場の縮小や消費の多様化が進み、厳しい競争環境が続いていますが、宝酒造は
技術で差異化された商品開発と、抜け・モレのない商品戦略によって、焼酎、みりんに次いで清酒でも
トップシェアとなり、和酒No.1メーカーのポジションをより強固なものにしました。

▶海外では、海外日本食材卸事業のネットワークを欧州から北米、オーストラリアに拡大し、世界での日
本食人気の高まりも追い風に事業を大きく成長させました。そして、海外でのさらなる成長加速に向け、
2017年7月に宝酒造の海外事業を分社し、宝酒造インターナショナルを設立しました。

▶バイオ事業では、再生医療市場の拡大に備え、2014年に遺伝子・細胞プロセッシングセンターを稼働、
CDMO事業は想定を上回るスピードで成長しています。また、遺伝子医療事業では臨床開発プロジェ
クトを着実に推進し、直近の2019年3月には腫瘍溶解性ウイルスC-REVの承認申請を行うなど、遺伝
子治療の実現まであと一歩というところまで来ています。

▶このように、長期経営ビジョンに掲げた、国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばし、環境変化に
強いバランスのとれた事業構造の確立に、一定の成果を得ることができたのではないかと考えていま
す。

▶現在社内では、次の長期ビジョンの策定を進めています。ビジョン2020で積み残しとなる課題、あるい
は環境変化によって新たに発生した課題に対処し、さらなる成長ステージに向かって、グループがもう
一段飛躍するためのビジョンを描いていきたいと考えています。

▶新しい長期ビジョンに繋げていくためにも、まずは本中計の最終年度となるこの１年、目標達成に向け、
グループ一丸となって取り組みを進めます。

【以上】

33




